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の教材作成プロセスから―, 日本ルーラルナーシング学会第 16回学術集会(WEB). 

 

島嶼実習施設との協働による「生活者の視点」を学ぶ教材作成 

―高齢者の退院支援の事例検討から― 

山口初代（老年保健看護実習Ⅱ） 

教育上の課題と工夫 

老年保健看護領域は、大学が推進する島嶼環境を生かして学ぶ臨地実習に 2008年か

ら取り組み、特に「生活者の視点」を強化してきた。しかし、2020年、COVID-19の感

染拡大に伴う緊急事態措置として、沖縄県は島嶼への往来自粛を要請し、島嶼における

臨地実習が展開できない状況が継続している。 

代替策を模索するなか、実習連絡調整会議で「コロナ禍で学生の学びを確保するため

に実習施設と大学とで協働できること」が話し合われた際、公立久米島病院の副院長兼

看護部長（津波勝代氏）より、遠隔実習の協力の申出があった。そこで、久米島病院看

護師（以下、看護師）および老年保健看護教員（以下、教員）の双方の学びとなること

も意図し、支援に課題を感じている事例の検討を 4年次 老年保健看護実習Ⅱに取り入

れた（下表）。選定された事例は、退院後の生活支援が必要な事例であった。事前準備

は、看護師に支援経過を語ってもらった後、看護師と教員が「事例は退院後どこでどの

ように暮らしたいのか、そのときの課題は何か、課題に対して何をしたか、対象の反応

はどうだったのか」の討議を重ね、教材作成をした。島嶼実習施設の看護師の参加によ

る事例検討（5クール）に 4年次全学生が参加した。学生は、「公的サービスが限られる

と自己決定が脅かされやすいと思っていたが、創意工夫次第で自己決定は支えられる」

と学びを語っていた。看護師は、「新しい発想の提案をもらい、実際に支援に取り入れ

たい」と学びを語っていた。教員は、「教材作成を通して、生活者の視点は、公的サー

ビスや生活を支える家族だけの調整でなく、身近な他者とその思いを細やかに捉えた具

体的支援が学べる」ことを報告した（田場ら,2021）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Withコロナに向けて 

島嶼実習施設との協働で作成した教材は、高齢者の退院支援の事例であり、新たな教材

として活用できる。同時に、島嶼実習施設の看護師は、学生実習に関与することでケアの

学びを得ていたことから、学生実習における多様な協働のあり方を模索する必要がある。 

各クールの遠隔実習の流れ※

① 事例の選定（退院後の生活支援が必要な事例）

② 教材作成（看護師に支援経過を語ってもらった後、看護師と教員が
「事例は退院後どこでどのように暮らしたいのか、そのときの課題
は何か、課題に対して何をしたか、対象の反応はどうだったのか」
を繰り返し討議し、全体像・援助の方針・看護問題を整理）

③ 教材をもとに、必要な情報についてのグループ討議

④ 討議内容をもとにオンラインで看護師に質疑

⑤ 質疑応答を受け、課題を解決するための強みを活かした目標とその
具体策についてのグループ討議

⑥ オンラインで目標とその具体策の発表

⑦ 発表された目標と具体策の実行可能性について助言・指導

※１クールあたり、学生は2～3グループの10～16名であり、5クール繰り返された

遠隔実習
当日

（1日）

事前準備

 

 

2021年新型コロナウィルス感染症まん延期における「在宅保健看護実習」の実際 

佐久川政吉（「在宅保健看護実習」科目習責任者） 

教育上の課題と工夫 

本学は統合カリキュラムであり、在宅看護学に関しては各専門科目で教授され、実習

（訪問看護ステーション）のみ 4年次後学期（9月第 4週～10月第 4週）に「在宅保健

看護実習」（１単位）を展開している。その目的は「生活機能障害を持ち、在宅で生活し

ている対象者の健康問題を総合的に理解し、具体的な支援技術を学習すること」である。 

 COVID-19 の新規感染者の発生が止まらない 2020 年度は、学生が地域（自宅訪問等）

に出ることは中止し、実習指導者を学内に招聘し実習を補ってもらった。学内実習の振り

返り科目責任者として、パンデミック下の 1年目は、感染対策等を含めて未知数であり、

学生や対象者、実習指導者等への感染のリスクを考えると、学内実習は止むを得なかっ

た。2021 年度は、感染状況や大学の方針、実習先の方針・対策等を総合的に判断して、

可能な限り在宅の現場で実習を展開させたいと考えていた。 

 2021年の 9月～10月、学生にも陽性者が発生する等、COVID-19の拡大は収まらない

中で迎えた。前年度（流行 1年目）と異なっていたのは、学生のほとんどは 2回目のワク

チン接種を終えていたこと、実習先での感染対策が構築されていたことであった。実習前

の段階で、①離島（久米島・宮古島：12 人）は渡航制限が出ているため実習先を沖縄本

島内に変更、②通常の感染予防対策で受け入れる実習先、③条件付き（実習前週の金曜日

に PCR 検査の陰性）で受け入れるステーション、④利用者の了解が得られないことを理

由に学生をまったく受け入れられない（1ヶ所：4人）または人数を 3人から 2人配置（１

ヶ所：2 人）に変更、に分かれた。学生 18人分の代替の実習先を探す必要性に迫られ、

既存の実習先での増員と新規の実習先の確保に臨んだ。その際、実習を直接担当する教員

（基礎、成人、老年、精神、小児保健看護）には、実習先との事前調整の手間や学生数や

学生の変更をお願いし、理解をいただき実習を展開することができた。在宅保健看護実習

の期間は、学生 1人のみ発熱があり（PCR検査は陰性）、次のクールに振り分けた以外は、

感染者を出さずに、実習展開は予定通りに自宅訪問等が出来た。 

 実習終了後の学生の評価（回答者数 13人）では、問い「受け持った患者の看護を中心

に実習できた」では、「非常に当てはまる」69.3%と「かなり当てはまる」30.7%、「患者と

のコミュニケーションを深めながら実習を展開していた」では、「非常に当てはまる」

69.3%、「かなり当てはまる」23.0%等で、肯定的な評価であった。  

Withコロナに向けて 

今後、新たな感染症が流行していても、パンデミック下の危機的な状況でない限り、大

学の教職員、学生、実習先の専門職者と一緒に感染対策・予防を徹底して、訪問対象者が

安心した中で、安全に実習が展開できるように、これまでの知見と経験知を基盤に進めて

いく必要がある。 
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